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       Three  New  Species of  Acanthocephala from Japan
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     1. IFlj1,isot}va s'Qpotbiaton ll, sp･

  Body  cFlilldrieal,  11.5-12.5mJTi  lmig, O.93m]n  ;vide  ftt the  point 5mm  eftudad  from  thc

cephalie  end  and  posteriorly tapers  Rbrupt}y,  the  slender  end  being O.42!n}n wide-.  Bodv

witbout  spineti.  Proboseis  evlindriaa･I,  long and  slender.  Size O.64:Xe.1mm.  Heoks  oi tlie

probDscis iii 11-12  rows,  25 hooke  in eaeh  row.  [I]he length of  t･Iie 10, gLiterior  hooks

33.34-37.7S  ft, }md  that  ei  the 17 poste]ier ones  20.or11,2, t.he ]fl･st oLies  the sma]lest,

Preboseis sheath  O.79mm  ]ong, O.15mm  wide,  double wa･11ed.  Gaiiglien ellipsuidal,  situated

at  the  pcisterior e]id  ef  the sheath,  O.19]nm  lo]g and  Q.05mm wide.  Retinacula paired,
ILe)nnisci very  ]ong, club-shaped,  1.79]nm  long and  O.13mm  wide.  Ovnr.y spherieal  or

ellipsD!da]  in shape,  O.15mm  long and  O.09m]n  "'ide,  ar'ra,ng.ed  along  t･he ligmnent･, Genital

pore  terniinnl, slisrht･ly  turned  yent･rRl,  
'VS'ithout

 pftpillae areund  the genit[tl po]'u:
  S{ateria].2feniales. .

  Hosb.  IlexagTaTnmos otahii  Ca kind  of mRrine  fsh): intestine. Localit}'. Aie-hi Preieeture.

March  lg36,

 [I]his species  elosel}'  rese]nbles  .Pl hifi'ic!",i･ ITAN  Cim].Ny]･], but･ bod}' is ]nuah  smaller.  Iemniscl

are  yery  ]ong a･nd  the  host fish is m:irine.  [Pliese points are  suMcient  to distinguis}: this

from F, indievin.

     2. Porrprch･-is ogi'ti･a'i n. sp.

  Bedy  spindle-sha.ped.  Size 4.9xl.lmm  in type  male  and  SXI,76]nm  in tyl)c female.

4,6Xl,en]m  in a  female "'ithout･  eggs.  Body  svit,hout  spineE.  Neelc sl'iort, wit･hout  spines.

Proboscis eylindrteal,  t･he anterior  end  $lender  an(l  i'ounded,  e.64--O.77mm  loJig alld  e.19-

O,23mm  "ricle.  Hooks  of  the p/roboscis i]i IS roivs,  14-15  hooks  in efich  row,  [I]he ]en'e.th

oi the  rniddle  hooks  70.21 ,u,  t･ba･t ef the  miterier  arid  the  posterior  ones  51.e6-=-63,S3 p-. [rhe

size  oi  the  probosciG sheath  1.53-1.66XO.26S.38mm,  a]he "rfiII  double and  the .r-rang}ion

situated  in t･he mlddle.  Size of  the  ganglion  O.19Xe.08]nm.  Lemnisei  paired,  slender,

posterior pa･rt somewhat  moi]iliforn't.  Size 2.17XO,12mm.  Testes ellipsoiasl,' arranged

tandell]. The  anterior  test･is overlapped  "'ith  preboscis sheat,h,  and  ]nrger t･haii th.e pos-
terior one.  Cement  g}ands 4 in nLunber,  cylindrical,  yery  long, the anterio;"  eitds  beipg very

ciose  to the  posterior test･is, Eggs: Size 66.67X25,53  rt. [Phe n]iddle  shell  "'ithout･  polar

swellings.
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7  蘿 井 玉 夫 ・森 下 哲 夫

　 ｝Iaterial．　2　fe］’ml 】es　a．nd 　l　n 〕ale，

　 Host ．　jle−rt‘1ご‘ Pt‘〜〜id「疋 〔a 　killd　oi 　bird｝：　il）testille．

　 11ieality．　Ghiba，　Prefecture，　 ］Slay　193｛｝．

　This　 species 　belc〕ngs 正
’

or ）
’
orchis 　 FuKul ，ユ929　 n　nd 　resembles 　the   nly 　speeies 勲 elmi，gattts

FuKlrl
，　 buむ the 　body　is　markedly 　R．　inall ，　proboscis　cylindrical ，　rows 　of 　hoQks 　iew ，　testes

not 　widely 　sepavat ・etl　eacli 　 other ，　These　 points　are 　enough 　to　separate 　this　species 　fron）

the 陬 er ．　 We 　dedicate　thi8　to　 the　 collecto1 ・Mr ．　T ．　 OG ．LT ．L，

　筆者の 1 入輻井 は 1929年本邦 産鉤頭 蟲類 に 就 き報 告す る處 あ り，其後 鋭意 材料 の 蒐集 に 努

め あ りしが 諸種の 事情 に よ り發表 す る機會 なか りし も， 昨年 よ り森下 の 探集研究 する 處 あ り

徇早 の 感 は あ りしも，一 先づ本邦 産鉤頭 蟲類の 烏瞰 をな す も無釜の 業 に あ らざる べ し と考 へ ，

本 年 4 月 2 日慶應義塾大學醫 學部 に 於 て 開催せ られ た る 日本寄 生蟲學會 第八 回總會 に て 概略

を發表 し置 きた り。然 る に あ る 事情に よ り共演読草稿 その ま stSH 本寄生 蟲學會記 事 に 登 載

せ らる る邇 命 と な b ，筆者 等は同誌 に 多數 の 貴重 な る頁 を埋 め た る 事 を巾譯な く思 ひ 居 る次

第 な り。初 め の 考 へ に て は草稿 を適 常に 短 く認 め 多 くの 頁 を と らざ る樣 に した し と考 へ 居 り

し も，共意 を達せ す氣の 毒 な る事 に な りし次第 な り。

　1司誌に は最初に 本邦産 の もの の 從來の 發表 を羅 列 し， 次 に全部 を總括配列 し，次 に 暫定 的

LC　 WITEN 蹴 RG 氏 の 分類 に 從ぴ て 檢索表 を掲げ ， 分類法 tctwき記 し，最後 に ゴ ン ズ ヰ 寄生 の

もの に就 き 山 口 博士 の 發表 に 補助材料 を提供 し ，
ヒ ラ メ よ り得 た る ユ新種 Lo η 碑 ol♂君9’囲 麗砌

を發表 し置 きた り。徇 ほ同記 事 は草稿 よ り印刷せ られ た る爲記蓮 に 不滿 の 點 あ る を 以 て ， ミ

ス プ リ ン ト と共 1ζ此機會 に 訂正 し置 く事 とす る 佼 末參照 ＞e

　 　 　　 　　 　　 　　 　Ac αnthocephatus 　gotoi　 VAN 　CLEAVE ，1925

　本種は 本誌本號 「五 島先 生の 名を負へ る動物 中に 記 し置 きた る如 く，五 島先 生 が VAN

（）LEAIvli 氏 に 逡 られた る材 料 中の 1 つ に 命名せ られ た る もの に して ，共後山 口博 士 も諸地 方

よ りの ウ ナ ギ に見 出きれ 居 り，幼者 を ド ン コ 及 ZSt．マ ヅ よ り得 られ ， 吻 の 鉤列數は原 記載．と

同機 な る も 1 列 に於 け る鉤數 は原記載 の 1δに 封 して 少 く，
12 な る事 を記 され た り。 予 等 は愛

知 縣産の ウ ナ ギ の 腸 よ り成熱蟲 62 ， ？ 1 を得 た り。

體 の 大 さ ： 91 ）．5− 3．9L5 × 0．57mm

　 　 　 　 　 　 ♀　 3．1　x 　O．57　mm

吻 の 大 さ ： 0，68xO ．24− 0．3mln

吻　　　の 　　　齣 二　♂
・　15− 16歹曜）く12個

吻 　 の 　 鉤 ： ♀ 16列 x12 個

鉤 の 長 さ ： 39．67− 61．06”

成熟 璽卩の 大 さ ：　63．89−−76．59x12 ．76g

叉 別 に 同一
地 方の ナ マ ヅの 腸 よ り域熟蟲 92 を得た b。

　 體 の 大 さ ： 32 − 3．5xO ．66− 0．8（lmm

　 吻 　 の 　 鉤 ： 15− 17列 x12 個

　此 兩材料 は何れ も ．4．碑 ol に …
致 すれ ど も， 體長 は原記載の もの よ り著 し く小 な り｛原記 載

の もの は體 長 65mm ， 拿72mm な b ｝。 山 日穂 士 の 記 事 に は體 長 の 記 載な し t

　　 　　 　　 　　 　 　 A・canthocephalus 　2c ん  σε 7｝s ごs 　FUJITA ，　lq．　20

　本 種は 相當の 變異あ る もの らし く， 原田 五 十吉 氏 は A ．on ・eo ｝
−h

：urwhi　FUJIT．t，1921 ； A ．aere −

lecttu＄ v 九N 　CLE ．svE ，ユ931 ； ・f．　acerbus 　VAy 　CLE．NX’E ，］93 ユ を此種の シ ノ ＝ ム とせ られ ，同氏

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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i［ よれ ば

　 體 の 大 さ ： ♀ δ一12x  ．6− 1、Omm

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ♂ 2．2一生 Oxo ．5m 皿

　 吻 の 鉤 ： 10− 13列 x6 − 10個 と あ リ o

　予等 は靜岡縣富士 中學校教論黒澤美房氏 が 山梨縣佐 野 川の ヤ マ メ

の 腸 よ り得 られ尢 る成熱せ る ？1
， δ 1 を入 手す る事 を得た ip。

　 體 の 大 さ ： ♀ 6、5xL43m ］皿

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ♂ 2．5xo ．5mm

　 吻 　 　 　 　 　長 ： 2D ．56mm
，
　 di　 O．38　mm

　 吻 　 　 の 　 　鉤 ： 10列 5 個

　 鉤長（最大 の も の ）： ♀ 146．7μ、 詮 76．6 μ

　 鉤 　 　の 　 根 ： 原 田 氏 記 載 の 通 り

　 吻 鞘 の 大 さ ： ♀ O．57xO ．14mm
， 漆 O，57xO ．14mln

此機會 に 黒澤 美房氏 に 感謝 の 意を表す。

　　　　　 　 Aeanthocephalus 　neinor 　YAMAGUTI
，
1935

　本種 は 山 口 博上 が富 山縣産の ナ マ ヅの 腸 よ b得 て 記載せ られた る

もの なる が ．予等は琵琶湖 産 ド ン コ の 腸 よ り得た る もの を石 井信太

郎博 士 の 好意 に よ b檢 す る を得 た ゆ。材料 は成熟蟲 拿2 に して ， 計

測 は 典 の 慂 りな り。

　 盟 　 の 　 大 　 さ ： 2．46　x 　O，93　m 　：n

　 吻 の 鉤 ： ユ4列 x6 − 7個

　 最 大 鉤 の 長 さ ： 63．8 μ

　 成 熟 卵 の 大 さ ： T6．59x 　12．76　 “

此機倉 に 石井博士 に 感謝の 意 を表す。

Pr −．

Rr・『

O ・・

761

R七

　　　　　　　　　 Fitiserna　j〔rponicum 〕1．　 sp ．

　 材　　料 ： ♀ 2

　 宿 主 ： ク ヂ メ （ア イ ナ メ の 幼魚 ｝ffexagl　a ］nmos 　ataR”id 腸

　 採集 年月 ： 1936年 3 月 ， 愛知縣

　體長は 1L512 万皿 m に て長 き圓筒歌，體輻 α93mm 鵬 端 よ り

5mm の 所最大幅 ）1 後方 は體幅 0．42DIIn に て 急 に細 くなれ り。體 に 棘

な し。頸部 と稱 すべ き部 分短 小。吻 の 大 さ 0．64 × O．10rmn
， 圓筒状

に し て 細長 く7 鉤 は 11− ］2列 ， 各列 25個宛 あ りe 鉤 の 長 さ頭方 の 10

個は 33．34− 37．78μ 躍 後方 の 17個 は 20．（ト ll．曾μ に して 最後の もの 最

も小 さ し 吻鞘 は大 さ α79x 【）．15mm ， 二 重の 筋肉壁 を有 し ， 榊經飾

は 吻鞘 の 底部 に あ b て 橢圓形 ， 大 さ O．1gxe ．。5mm な り． レ テ
， ナ 　 ・ ； 旻

・ ・ は 黏 嚇 觀 脹 く説 齢 ・・ て 大 さ　 ・・79 ・ … 3ni・ 藪
臙 論 」1，撫 。 、

卵集 は 圓形 叉は卵 圓形 ， 大 さ C）．15xO ．tigpコ m に して 提 靱帶 に 滑 ひ て 　　　 長 さ 13．1mm

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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　 　 　 第 　2 　圖

｝iVLdSoma 　juponicttmの 鉤列

繭 井．玉 夫 ・森 下 暫．夫 ．
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　 　 　 第 　 　3 　 圏
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ogata ｛の 鉤列
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日本産齣 頭蟲麺 の 鬣種 に 就 て 7〔遇
ノ

並 列す e 生殖 孔 は體 の 後端 に て 稍腹側 に開 く。生殖孔附近 に 小 突起 な し。

　本種 は F ．翻 蜘 ？，b　V 膩 CLEAVE に 酷似す るも體小 に して 垂棍著 し く長 く．宿主 の 海 産魚

な る點 よ り見 て 別種 と考 へ られ ，互 」6卿 融 ｝論 と命 名す る もの な り。佝ほ材料 は雌蟲の み な

る を以 て 種 の 標徴記載は後 日 に 讓 る e

　　　　 　　　　　　　 　　　　 Pomorc ’his　ogatai 　 n ．　 SP ．

　 材 　　 料 ： ♀ 2，　 6t　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・

　 宿 　 主 ： シ ロ ハ ラ コferuta ”α硴 dα 腸

　 採集年月 ： 1936年 5 月 ， 千 葉縣

體は 紡錘 形，大 さは delCて 4．9　x コ．1　m 　m ， 雌 ilCて S．O　X　1．76・mn に して ， 卵 を：有せ ざ る他

の 雌は 4．6 × 1．Omm な り。體に 棘 な し。頸部 短 く棘 なし。吻 は 圓筒 駄，先端 い さ S か 細 く丸

くな り ， 大 さ0．64− 0，77xO ．19− 0．鰛 111m
。

　鉤 は 18 列 ， 各列 14一ユ5個 宛あ り， 長 さ中程 の もの は 702 ユμ，前方 及び 後方 の もの は 51．OS−

63，83 μ あ b ， 吻鞘の 大さ 1．53− 1．66 × O．e6− O．a．　8mm に して ， 二 重の 筋肉壁 を有 す。紳經篩

は吻鞘 の 中央 に あ りて ， 大 さ 0．19xO ．OS ］um な り。

　垂 棍は 1 對 ，細 長 く後方 は珠 數肌 をなす。大 さ 2．17 × 0．12 コnm 。翠丸 は 卵圓形 ， 前 後に 配 列

し， 前睾丸 は前部 1’c て 吻鞘 と重 なれ り。前畢 丸 の 方少 し大 な b。 セ メ ン ト腺は 4 個 ， 圓筒 駄

に し て 甚だ 長 く，後睾 丸の 直後 よ む起 り一部 分は 重 な る
。 卵の 大 さ は 66．67x25 ．53 μ に して

橢圓形 をな し、中卵殼の 爾極 に 膨大部 な し fi

　本種は 予等 の 1 入輻井が 1929年に 新屬新看重と して 發表 した る Reiavtg αblkgに 似 た れ ど も，

體遙か に 小 さく， 吻は 圓筒妝をな し ， 鉤 列遙 か tc少 く， 前 睾丸著 し く前方 に 移 り居 らざ る等

の 諸點 よ b別種 と認 め らる る を以 て ，採集 者 た る 尾形藤治氏 に 感 謝の 意 を表 し ，
P ．　og αtaiと

命名 す る もの な り。

　附記 ： 第 3 圜の 吻鉤 の 列 の 數 は標 本の 幅厚 きた め斯 く見 え しな り．

　 「目本産鉤頭 蟲類 Acanth 〔κ；eph 逸】a に 就 て 」〔日本寄生蟲學會記事 ， 第 8 年 1昭 和 11年 ｝，　 pp．

3← 41〕 の 訂 正，増補。

頁 　段 　行

34　 下 　 　2

35　 上 　 一4

’尸　 下 　 　1

n 　 下 　・2

36　 上 　
一1

” 　 下　10

〃 　 下 　 13

〃 　 下 　 14

　 　 誤

］aPDnicus

た か こ ゐ さ き

Arhth 皿 o曹
Thynchuchus

WitengEchino
−

rhynchu

rhinophia −

gusiaelongi8pi
口 us

さゆ うせ ん

」
　 正

］fll〕on10Us

た か ・ご ゐ さ ぎ
　 　 　 　 　 l

Arhythmo −
rhynohus

、Vitenberg

Echino −
rhvnchus

rhinopla −

9USIae

亅ongispinis

きゆ うせ ん

行

迅

5

段

上

下

頁

37

”

tP 　 　 　 tr　 　 　 〃

tr　 tl　 12

38　 下 　 　9

39，　 下 　 14

40　 上 　 1 

〃 　 　 　 　t厂　 　 　 ！J

t「

　1’
F4

　 　 誤

1｝10もosirL ．

Corynsoma

Rhoea

隆 起 型

kusshiroensis

ユLsubf ．

VA ｝
’・CrntAyE

“
Tit

〔｝lberg

Aporo −
hynchidea

　 　 正

plotosi　 n ．

Corynosoma

Phoca

陸 封 型

kushiroenq．is

11，　subf ，

VANCLEAVE

TLT工Tt ：
’
BY］RG

Aporo −
rhyntthidea

41頁下段 の 2 行 目 よ り以 下 は 森下 が ほ んの 心お ぽ へ に 記 し 7tる もの な るを以 て ， 以 下 再記

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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卩

載 をな し置 くべ しe

　　　　　　　　　　　　　 Heterosentis　platesi 　YAMAGUTr ，193δ

　本種は 山 口博士 が 和歌山縣 産の ゴ ン ズ ヰ の 腸 よ り得 られ た ♂ 1 に よ ゆ記 載 せ られた る もの

な る が ，予等は 三 崎 ， 三 重縣桃取 村等の ゴ ン ズ ヰ よ り多數の ♀を得た る を以 て 次 に 要點 を記

し ， Ilij博士 の 種 の 標徴 を記 載 さる る材料 と して 提 供 す る もの な り。

　　體 　 　 長 ： 4．1− 6．Omm 怦 均 5．28mm ）

　　頸部 の 長 さ 二 〇．15mm

　　吻 の 大 さ ： O．18xO ．11mm

　　吻　 　 釣 ： 前方 の 大 鉤 は 6 螺列 ， 各 列 5個 ； 後方 の 小 鉤 は 12−− M 列，各列 4 個 ； 最後 の も の は 各

　　　　　　　　列 2 個宛な り

　　卵 　 　 巣 ： 長 さ   ．16mm

　　卵 　　　　 ： 外殼 の 長 さ 47．62 μ， 中 殻 46．1p
，　 内 殻 30．73 μ

　以 上 本報文 中に記 した る 2新種及 び 寄生 蟲學會記事 中の 新種 Longicoltum　 mi ！m に就 きて

は 最近 籍材料 を得 た る を以 て ， 不 日歐文 を以 て 十分 な る記載 を附 し報 告す る 處 あ る べ し。

本文中圖畫指字解　｛Abbreviation　 used 　in　figtlres）

Fig．1Filisoma 　japonict4m♀ 13．lmm ］ong

Fig．2 吻鉤 （proboscis 　hooks ）
Fig ．3　PorrOrchis　ogat αi ♂ う．2mm ］ong

Fig．4 吻鉤 （proboscis　hooks ）

　B ・c ．　｛］Bur§a　copulatri ： ）　交髏
a9

　

　

　

　
3

cc

α

GL

鳳

N

（Cen 〕ent 　du じt）

〔Ce1皿 ent 　gland ）

（eirrus）
（Gan91ioh）
（Lem 【コiScus）
｛rluscle　 cap ）

（Ne 〔：k ）

セ メ ン ト輪管

セ メ ソ ト腺

陰莖

神經節
垂棍

帽朕部
頸

N ．r．
OPrPsRRts

．
S．P．

u
▽

vs

｛Neck 　retraCtor 〕　　頸 牽引筋
（Ovary）　 　 　 卵集
（Proboscis｝ 吻
｛Preboscis 　she 乱th｝ 吻鞘
（PLetinaCula ） レ テ ィ ナ ク ラ（紳經線）

　　　　　　　　　 提靱帶（RetractQr》
（Sl4FFvlGEN

，

s　pouch ）ゼ フ チ ゲ ン 氏嚢
（Sphincter｝
（Testis）
（Utems ）

（Va 葛illa）

括約筋

睾丸

子宮
膣

（Vesicu】a　3eminali8 ）貯精嚢
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